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平
　
川
　
佳
　
世

は
じ
め
に
―
本
稿
の
目
的

英
国
の
細
密
画
家
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ノ
ー
ゲ
イ
ト
は
、
一
六
四
〇
年
代
末

に
著
し
た
『
ミ
ニ
ア
ト
ゥ
ー
ラ
ま
た
は
細
密
画
術
―
静
物
、
風
景
、
歴

史
画
の
た
め
の
絵
具
の
名
称
と
種
類
、
使
用
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。「

さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
第
二
の
話
題
、
即
ち
、
ラ
ン
ス
カ
ー
プ
、
あ

る
い
は
風
景
に
論
を
進
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。﹇
中
略
﹈
こ
の
名

称
は
、
十
分
な
担
保
が
な
け
れ
ば
決
し
て
金
を
貸
し
て
く
れ
な
い
、

ま
っ
た
く
も
っ
て
善
良
で
は
な
い
貸
し
手
で
あ
る
人
々
、
即
ち
、

オ
ラ
ン
ダ
人
が
借
し
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
自
ら
の
申

し
子
に
名
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
正
直
言
っ
て
、

こ
の
芸
術
は
彼
ら
の
も
の
で
あ
り
、
私
が
目
に
し
た
こ
の
分
野
の

最
良
の
者
た
ち
は
、
皆
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
話
す
。
即
ち
、
ロ
ー
マ

の
ト
リ
ニ
タ
・
デ
ル
・
モ
ン
テ
に
居
を
構
え
た
、
か
の
芸
術
の
類

稀
な
る
巨
匠
パ
ウ
ロ
・
ブ
リ
ル
や
、
そ
の
同
時
代
人
で
、
イ
タ
リ

ア
人
た
ち
に
「
細
部
の
悪
魔
」
と
呼
ば
れ
た
ア
ダ
ム
・
エ
ル
ス
ハ

マ
ー
、
モ
ン
ペ
ル
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
、
コ
ー
ニ
ン
ク
ス
ト
ー
、
そ

し
て
、
最
後
に
な
る
が
こ
の
者
た
ち
に
遅
れ
を
と
る
こ
と
は
な
い
、

（
な
に
よ
り
も
そ
の
絵
筆
に
お
い
て
）
偉
大
な
る
素
質
と
才
能
を

も
っ
た
紳
士
で
あ
り
、
至
高
の
人
に
し
て
最
高
の
王
よ
り
ナ
イ
ト

の
爵
位
を
賜
っ
た
ピ
ー
タ
ー
・
ル
ー
ベ
ン
ス
卿
、
と
い
っ
た
面
々

で
あ
る
。」1

ノ
ー
ゲ
イ
ト
は
細
密
画
家
と
し
て
活
動
す
る
一
方
、
著
名
な
美
術
愛
好
家
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ア
ラ
ン
デ
ル
伯
ト
ー
マ
ス
・
ハ
ワ
ー
ド
に
仕
え
英
国
の
貴
顕
た
ち
の
美
術

品
収
集
に
携
わ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
を
度
々
訪
れ
て
ル
ー
ベ
ン
ス
な
ど

同
時
代
の
芸
術
家
と
親
交
を
結
ぶ
な
ど
、
英
国
き
っ
て
の
芸
術
通
で
も
あ

っ
た
2
。

　

筆
者
は
数
年
来
、
銅
板
を
支
持
体
（
基
底
材
）
に
し
て
油
絵
具
で
絵
を

描
く
「
銅
板
油
彩
画
」
に
つ
い
て
考
察
を
重
ね
て
い
る
3
。
一
五
世
紀
前

半
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
完
全
油
彩
技
法
が
開
発
さ

れ
、
一
六
世
紀
中
頃
に
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
画
家
た
ち
が
油
彩
画
の
支
持

体
に
カ
ン
ヴ
ァ
ス
を
好
ん
で
用
い
る
よ
う
に
な
る
の
を
受
け
て
、
木
板

ま
た
は
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
油
絵
具
で
絵
を
描
く
西
洋
の
「
額
縁
画
（
タ
ブ
ロ

ー
）」
の
定
式
が
確
立
す
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
定
式
の
確
立
は
直
線

的
に
無
駄
な
く
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
陰
で
は
、
芸
術
的
創
意

を
存
分
に
具
現
化
し
う
る
理
想
の
絵
画
様
態
を
求
め
て
、
絵
具
と
支
持
体

の
試
行
錯
誤
が
様
々
な
画
家
た
ち
の
よ
っ
て
繰
り
返
し
行
わ
れ
た
。
カ
ン

ヴ
ァ
ス
水
彩
画
、
絹
本
水
彩
画
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス
・
テ
ン
ペ
ラ
画
、
瓦
板
フ

レ
ス
コ
画
、
石
板
油
彩
画
、
筆
描
き
エ
ナ
メ
ル
画
―
こ
う
し
た
「
特
殊

絵
画
」
の
多
く
は
短
命
で
、
画
家
た
ち
に
よ
っ
て
試
さ
れ
て
は
放
棄
さ
れ

た
。
そ
の
中
で
、
最
も
長
期
に
わ
た
っ
て
人
気
を
博
し
た
の
が
「
銅
板
油

彩
画
」
で
あ
る
。

　

筆
者
の
興
味
は
「
銅
板
油
彩
画
」
の
誕
生
と
流
布
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解

明
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
作
業
は
概
ね
完
了
し
て
い
る
。
結
果
と

し
て
、
一
九
九
九
年
に
開
催
さ
れ
た
『
カ
ン
ヴ
ァ
ス
と
し
て
の
銅
板
―

銅
板
油
彩
画
名
作
の
二
世
紀
、
一
五
七
五
年
か
ら
一
七
七
五
年
ま
で
』
展

図
録
に
寄
せ
ら
れ
た
エ
ド
ガ
ー
・
ピ
ー
タ
ー
ス
・
バ
ウ
ロ
ン
ら
の
研
究
成

果
4

の
妥
当
性
を
裏
付
け
て
補
足
す
る
形
と
な
っ
た
が
、
銅
板
を
含
む

金
属
板
は
一
五
三
〇
年
代
の
イ
タ
リ
ア
で
、「
パ
ラ
ゴ
ー
ネ
（
諸
芸
術
の

優
劣
論
争
）」
に
お
い
て
絵
画
の
弱
点
と
さ
れ
た
脆
弱
性
を
克
服
し
ブ
ロ

ン
ズ
像
に
比
肩
す
る
耐
久
性
を
与
え
る
た
め
に
、
ま
た
、
薄
く
て
堅
い
良

質
な
オ
ー
ク
材
に
描
か
れ
た
洗
練
さ
れ
た
小
型
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
絵
画

に
匹
敵
す
る
、
薄
く
見
目
の
よ
い
小
型
絵
画
を
実
現
す
る
た
め
に
、
初
め

て
油
彩
画
の
支
持
体
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
金
属
板
の
中
で
も
、

銅
版
画
の
原
板
と
い
う
用
途
ゆ
え
画
家
た
ち
に
も
馴
染
み
が
あ
り
入
手
し

や
す
か
っ
た
銅
板
が
、
好
ん
で
油
彩
画
に
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

小
型
に
し
つ
ら
え
て
も
反
り
や
ひ
び
割
れ
を
お
こ
さ
ず
、
ま
た
、
木
板
や

カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
硬
質
で
滑
ら
か
な
銅
板
は
、
油
絵
具
の

発
色
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
と
り
わ
け
、
細
や
か
で
確
か
な
筆
運
び
に

よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
細
密
描
写
に
適
し
て
い
た
。
こ
の
、
支
持
体
に
潜
在

す
る
美
的
な
可
能
性
を
十
全
に
引
き
出
し
た
の
が
、
古
代
美
術
や
同
時
代

の
イ
タ
リ
ア
美
術
に
惹
か
れ
当
地
を
訪
れ
て
い
た
、
油
彩
の
技
と
写
実
的

な
細
密
描
写
に
長
け
た
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
画
家
た
ち
で
あ
る
。
一
五
七

〇
年
代
初
頭
、
ロ
ー
マ
在
住
の
若
き
ス
プ
ラ
ン
ゲ
ル
が
銅
板
油
彩
画
の
描

き
手
と
し
て
抜
擢
さ
れ
、
ロ
ー
マ
教
皇
ピ
ウ
ス
五
世
の
宮
廷
画
家
に
任
命

さ
れ
た
こ
と
が
一
つ
の
契
機
と
な
り
、
イ
タ
リ
ア
在
住
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ト
の
画
家
た
ち
は
、
イ
タ
リ
ア
人
画
家
と
の
競
合
手
段
と
し
て
積
極
的
に

新
奇
な
表
現
媒
体
に
参
入
し
た
。
こ
う
し
た
動
向
は
時
を
お
か
ず
ネ
ー
デ

ル
ラ
ン
ト
本
国
に
も
伝
わ
り
、
や
が
て
一
七
世
紀
に
な
る
と
、
北
部
は
プ
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ロ
テ
ス
タ
ン
ト
国
家
で
あ
る
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
連
邦
共
和
国
（
通
称
「
オ

ラ
ン
ダ
」）、
南
部
は
カ
ト
リ
ッ
ク
を
奉
ず
る
ス
ペ
イ
ン
領
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ト
（
通
称
「
フ
ラ
ン
ド
ル
」）
に
分
断
さ
れ
た
旧
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
画
家

た
ち
の
手
に
よ
っ
て
、
銅
板
油
彩
画
は
全
盛
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
5
。

　

以
上
が
銅
板
油
彩
画
の
誕
生
か
ら
流
行
に
至
る
ま
で
の
概
略
で
あ
る
。

銅
板
油
彩
画
は
、
数
あ
る
特
殊
絵
画
の
な
か
で
も
、
イ
タ
リ
ア
と
ネ
ー
デ

ル
ラ
ン
ト
と
い
う
西
洋
美
術
の
二
大
中
心
地
の
交
流
と
深
く
関
連
し
つ
つ

生
ま
れ
て
、
発
展
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
両
地
域
の
間
に
あ
る
ド
イ

ツ
語
圏
の
画
家
た
ち
は
、
銅
板
油
彩
画
を
め
ぐ
る
芸
術
動
向
に
全
く
無
関

心
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
答
え
は
、
も
ち
ろ
ん
、
否
、
で
あ
る
。
と
り

わ
け
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
ノ
ー
ゲ
イ
ト
の
文
章
に
登
場
す
る
「
オ
ラ
ン
ダ

人
」
画
家
た
ち
の
な
か
で
も
、「
細
部
の
悪
魔
」
と
呼
ば
れ
た
「
ア
ダ
ム
・

エ
ル
ス
ハ
マ
ー
」、
即
ち
、
ア
ダ
ム
・
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
は
、
一
五
七
八

年
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か
ら
デ
ュ
ー
ラ
ー
や
ホ
ル
バ

イ
ン
（
父
）、
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
絵
画
に
親
し
み
、
グ
リ
ュ
ー
ネ

ヴ
ァ
ル
ト
の
孫
弟
子
で
あ
る
ウ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
な
る
画
家
の
も
と
で
修

業
し
た
後
、
南
下
し
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
逗
留
、
一
六
〇
〇
年
よ
り
一
六

一
〇
年
に
早
世
す
る
ま
で
を
ロ
ー
マ
で
活
動
し
た
ド
イ
ツ
人
画
家
で
あ

る
6
。
そ
し
て
、
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
が
「
細
部
の
悪
魔
」
た
る
資
質
を
開

花
さ
せ
た
の
が
銅
板
油
彩
画
と
い
う
表
現
媒
体
に
お
い
て
で
あ
り
、
彼
の

作
品
群
は
銅
板
油
彩
画
の
最
高
峰
の
一
角
を
な
す
。
本
稿
で
は
、
ノ
ー
ゲ

イ
ト
の
残
し
た
言
葉
を
端
緒
に
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
絵
画
と
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ト
絵
画
と
の
関
係
性
、
お
よ
び
、
ド
イ
ツ
人
画
家
に
よ
る
銅
板
油
彩
画
へ

の
参
画
と
い
う
二
つ
の
軸
が
交
差
す
る
場
に
お
い
て
、
エ
ス
ル
ハ
イ
マ
ー

の
画
業
を
理
解
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

一
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ノ
ー
ゲ
イ
ト
の
誤
解
を
め
ぐ
っ
て
―
ド
イ
ツ

と
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
芸
術
上
の
親
縁
性
と
差
異

さ
て
、
冒
頭
の
引
用
文
に
お
い
て
ノ
ー
ゲ
イ
ト
が
語
っ
て
い
る
の

は
、
当
時
、
最
新
の
絵
画
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
人
気
を
博
し
て
い
た
風
景

画
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ノ
ー
ゲ
イ
ト
は
本
絵
画
ジ
ャ
ン
ル
お
よ
び
「
風

景
（Lanscape / Landscape

）」
と
い
う
用
語
を
、「
オ
ラ
ン
ダ
人
（the 

D
uch

）」
の
発
明
品
と
見
な
し
て
お
り
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
ノ
ー
ゲ
イ

ト
の
知
る
風
景
画
の
名
手
た
ち
が
皆
「
オ
ラ
ン
ダ
語
（D

utch

）」
を
話
す

こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
ロ
ー
マ
で
名
声
を
確
立
し
た
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン

出
身
の
風
景
画
家
パ
ウ
ル
・
ブ
リ
ル
、
同
じ
く
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
の
画

家
で
、
山
岳
風
景
を
得
意
と
し
た
ヨ
ー
ス
・
ド
・
モ
ン
ペ
ル
、
か
の
大
ブ

リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
次
男
に
し
て
、
瑞
々
し
い
色
彩
で
花
や
動
物
、
風
景
を
精

緻
に
描
い
た
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
父
）、
対
ス
ペ
イ
ン
独
立
戦
争
下

の
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
陥
落
を
受
け
て
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ケ
ン
タ
ー
ル

に
亡
命
し
、
最
終
的
に
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
活
動
の
地
に
選
ん
だ
カ
ル

ヴ
ァ
ン
派
の
画
家
ヒ
リ
ス
・
フ
ァ
ン
・
コ
ー
ニ
ン
ク
ス
ロ
ー
、
人
物
画
家

で
あ
り
な
が
ら
風
景
表
現
に
も
優
れ
た
ペ
ー
テ
ル
・
パ
ウ
ル
・
ル
ー
ベ
ン

ス
―
こ
う
し
た
「
オ
ラ
ン
ダ
」、
正
確
に
言
え
ば
、
旧
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ト
を
代
表
す
る
錚
々
た
る
画
家
た
ち
と
並
ん
で
、
風
景
画
の
匠
と
名
指
し
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さ
れ
た
の
が
、
ド
イ
ツ
人
画
家
ア
ダ
ム
・
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
で
あ
っ
た
。

ノ
ー
ゲ
イ
ト
が
、「
オ
ラ
ン
ダ
語
を
話
す
」「
こ
の
分
野
の
最
良
の
者
」

の
一
人
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
を
「
オ
ラ
ン
ダ
人
」
と

誤
解
し
た
こ
と
は
、
と
て
も
興
味
深
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
誤
解
か
ら
は
、

ド
イ
ツ
と
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
と
い
う
、
ア
ル
プ
ス
以
北
に
位
置
す
る
二
つ

の
文
化
圏
の
複
雑
な
関
係
と
、
そ
の
な
か
で
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
が
占
め
た

位
置
が
垣
間
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

一
五
世
紀
初
頭
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
で
絵
画
の
新
様
式
、
い
わ
ゆ
る

「
初
期
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
絵
画
」
が
生
み
出
さ
れ
て
以
降
、
地
理
的
に
近

接
す
る
ド
イ
ツ
語
圏
の
絵
画
は
、
時
期
や
地
域
に
よ
り
程
度
の
差
こ
そ
あ

れ
、
そ
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
独
自
性
を
育
ん
で
き
た
7
。
一
五
世
紀
末
、

ア
ル
プ
ス
を
越
え
て
イ
タ
リ
ア
か
ら
「
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
」
の
影
響
が
流

入
す
る
と
、
ド
イ
ツ
絵
画
は
さ
ら
に
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
後
、
宗
教
改
革
に
端
を
発
す
る
動
乱
と
荒
廃
の
な
か
、
一
七
世
紀
中

頃
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
ド
イ
ツ
人
画
家
た
ち
が
他
国
、
と
り
わ
け
イ
タ

リ
ア
と
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
の
二
大
中
心
地
に
活

路
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
文
化
的
、
社
会
的
環
境
下
、
本
稿
が
射
程
と
す
る
一
五
世
紀

か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
の
ド
イ
ツ
人
画
家
た
ち
は
、
地
理
的
お
よ
び
言

語
的
な
近
さ
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
よ
り
も
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
同
業
者
に
親

近
性
を
見
い
だ
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
画
家
に
し
て
著
作
家

の
ヨ
ア
ヒ
ム
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
、
一
六
七
五
年
に
出
版
し
た

著
書
『
建
築
、
彫
刻
、
お
よ
び
絵
画
諸
芸
術
の
ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
』

第
二
部
に
芸
術
家
伝
を
所
収
し
た
際
、「
第
一
書
―
著
名
な
る
古
代
エ

ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
の
最
初
期
の
画
家
た
ち
の
生
涯
と
頌
詩

（Erstes Buch/Von D
er ur-alt-berühm

ten Egyptischen/G
riechischen 

und R
öm

ischen Ersten K
unst-M

ahlere Leben und Lob

）」「
第
二
書

―
近
代
イ
タ
リ
ア
の
著
名
な
る
画
家
、
彫
刻
家
、
建
築
家
た
ち
の
生
涯

と
頌
詩
（Zw

eytes Buch: Von D
er m

odernen berühm
ten Italienischen 

M
ahlere/Bildhauere/und Baum

eistere/Leben und Lob

）」「
第
三
書

―
高
地
お
よ
び
低
地
ド
イ
ツ
の
著
名
な
る
画
家
、
彫
刻
家
、
建
築
家

た
ち
の
生
涯
と
頌
詩
（D

rittes Buch: Von D
er H

och- und N
ieder-

Teutschen berühm
ten M

ahler/Bildhauer und Baum
eister/Leben und 

Lob

）」
と
い
う
三
部
構
成
を
と
っ
た
8
。
つ
ま
り
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
と

ド
イ
ツ
の
芸
術
家
た
ち
を
古
代
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
の
芸
術
家
た
ち
と
区
別

し
て
、「
高
地
お
よ
び
低
地
ド
イ
ツ
」
と
い
う
一
つ
の
範
疇
に
収
め
た
の

だ
が
、
こ
の
点
に
お
い
て
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
、
お
よ
そ
七
〇
年
前
、
ネ
ー

デ
ル
ラ
ン
ト
の
画
家
に
し
て
著
作
家
の
カ
ー
レ
ル
・
フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ

ル
が
自
著
『
絵
画
の
書
』（
ハ
ー
ル
レ
ム
、
一
六
〇
四
年
刊
）
に
お
い
て
行

っ
た
古
代
の
画
家
列
伝
、
イ
タ
リ
ア
の
画
家
列
伝
、
お
よ
び
「
ネ
ー
デ
ル

ラ
ン
ト
お
よ
び
高
地
ド
イ
ツ
の
高
名
な
る
画
家
た
ち
の
伝
記
（H

et Leven 
der D

oorluchtighe N
ederlandische/en H

ooghduytsche Schilders

）」

と
い
う
三
区
分
、
換
言
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
画
家
た
ち
を
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ト
の
絵
画
伝
統
に
包
括
す
る
区
分
を
、
両
者
の
関
係
を
出
来
る
限
り
対
等

に
し
つ
つ
、
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
9
。

ド
イ
ツ
人
画
家
と
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
画
家
た
ち
の
近
し
さ
を
示
す
例
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を
も
う
一
つ
挙
げ
よ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
一
六
世
紀
中
葉
以
降
、
ア
ル

プ
ス
以
北
の
画
家
た
ち
は
、
古
代
美
術
や
同
時
代
イ
タ
リ
ア
美
術
の
学
習

や
当
地
で
の
活
動
を
志
し
て
頻
繁
に
イ
タ
リ
ア
に
赴
い
た
。
そ
の
う
ち
の

多
数
を
占
め
た
の
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
出
身
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、

一
五
世
紀
以
来
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
画
派
の
卓
越
し
た
油
彩
の
技
と
そ
れ

を
駆
使
し
た
写
実
表
現
や
精
緻
な
細
密
描
写
、
豊
か
な
風
景
表
現
を
、
イ

タ
リ
ア
人
美
術
愛
好
家
が
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
に
も
起
因
す
る
で
あ

ろ
う
10
。
一
方
、
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ア
ー
ヘ
ン
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ハ
イ
ン

ツ
、
ハ
ン
ス
・
ロ
ッ
テ
ン
ハ
マ
ー
、
そ
し
て
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
ら
ド
イ
ツ

語
圏
出
身
の
画
家
た
ち
も
数
の
上
で
は
劣
る
も
の
の
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
や

ロ
ー
マ
な
ど
に
長
期
滞
在
を
果
た
し
、
頭
角
を
現
し
て
い
た
。
そ
の
動
向

を
観
察
す
る
に
、
イ
タ
リ
ア
に
滞
在
し
た
ド
イ
ツ
人
画
家
と
ネ
ー
デ
ル
ラ

ン
ト
の
画
家
た
ち
と
の
交
流
は
、
イ
タ
リ
ア
人
画
家
と
の
そ
れ
よ
り
も
際

立
つ
。
例
え
ば
、
一
五
八
〇
年
代
末
よ
り
長
期
に
わ
た
っ
て
イ
タ
リ
ア
で

活
動
し
た
ロ
ッ
テ
ン
ハ
マ
ー
は
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
父
）
と
頻
繁
に

共
同
制
作
を
行
い
、
一
六
〇
〇
年
に
ロ
ー
マ
に
到
着
し
た
エ
ル
ス
ハ
イ
マ

ー
は
、
同
時
期
に
当
地
に
逗
留
し
て
い
た
ル
ー
ベ
ン
ス
と
親
交
を
深
め
て

い
る
。
ま
た
、
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
宅
に
寄
宿
し
、
そ
の
原
画
に
基
づ
き
銅

版
画
を
制
作
し
た
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ハ
ウ
ト
も
、
ハ
ー
グ
出
身
の
ネ
ー
デ

ル
ラ
ン
ト
人
で
あ
っ
た
11
。
当
時
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
語
と
ド
イ
ツ
語
が

現
在
ほ
ど
分
化
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
、
ド
イ
ツ
人
画
家
と
ネ
ー
デ
ル

ラ
ン
ト
の
画
家
た
ち
の
意
思
疎
通
の
助
け
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
状
況
を
鑑
み
る
に
、
英
国
人
で
あ
る
ノ
ー
ゲ
イ
ト
が
、
ロ
ー
マ
で
活
動

し
風
景
表
現
を
得
意
と
し
た
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
の
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー

を
「
オ
ラ
ン
ダ
人
」
と
誤
解
し
た
の
も
、
無
理
も
な
い
。

　

続
い
て
、
ノ
ー
ゲ
イ
ト
の
記
述
に
関
連
し
て
、
ド
イ
ツ
と
ネ
ー
デ
ル
ラ

ン
ト
の
画
家
た
ち
の
差
異
に
つ
い
て
、
考
え
た
い
。
ノ
ー
ゲ
イ
ト
は
「
風

景
（Lanscape

）」
と
い
う
言
葉
を
「
オ
ラ
ン
ダ
人
」
の
造
語
と
解
し
た
が
、

周
知
の
と
お
り
、
空
間
的
な
広
が
り
の
あ
る
自
然
描
写
を
専
ら
描
く
画
家

を
「
風
景
画
家
」
と
呼
ん
だ
一
層
古
い
事
例
が
、
ド
イ
ツ
語
の
文
献
に
確

認
さ
れ
る
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
画
家
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
は

一
五
二
〇
年
か
ら
二
一
年
に
か
け
て
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
を
旅
行
し
、
主
と

し
て
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
に
滞
在
し
た
が
、
そ
の
際
に
昵
懇
と
な
っ
た
の

が
、
当
地
の
画
家
ヨ
ア
ヒ
ム
・
パ
テ
ィ
ニ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
デ
ュ
ー
ラ
ー

は
一
五
二
一
年
五
月
の
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
十
字
架
週
間
の
前
の
日
曜
日
に
、
良
き
風
景
画
家
で
あ
る
ヨ
ア

ヒ
ム
親
方
は
私
を
彼
の
結
婚
式
へ
招
待
し
、
私
に
あ
ら
ゆ
る
敬
意

を
表
し
た
。」12

パ
テ
ィ
ニ
ー
ル
は
、
物
語
要
素
は
残
存
す
る
も
の
の
風
景
表
現
を
主
眼
に

据
え
た
絵
画
を
最
初
に
本
格
的
に
描
い
た
画
家
で
あ
り
、
世
界
の
様
々

な
自
然
要
素
を
精
緻
に
か
つ
広
大
に
描
写
し
て
一
つ
の
絵
画
面
に
ま
と

め
上
げ
る
技
量
は
、
ま
さ
し
く
「
良
き
風
景
画
家
（der gut landschafft 

m
ahler

）」
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
。
一
方
、
人
物
表
現
に
は
お
ぼ
つ
か
な
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い
点
も
多
く
、
パ
テ
ィ
ニ
ー
ル
は
己
の
こ
う
し
た
不
得
手
を
自
覚
し
て
い

た
よ
う
で
、
点
景
と
し
て
の
小
ぶ
り
な
人
物
は
自
ら
描
く
も
の
の
、
堅
牢

な
形
態
が
必
要
な
人
物
描
写
は
そ
れ
を
得
意
と
す
る
画
家
に
依
頼
す
る
と

い
う
方
策
を
と
っ
た
（
図
１
）。
以
後
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
お
い
て
は
、

人
物
、
風
景
、
静
物
な
ど
特
定
の
絵
画
ジ
ャ
ン
ル
へ
の
画
家
た
ち
の
専
門

分
化
が
進
行
す
る
と
と
も
に
、
各
々
の
絵
画
ジ
ャ
ン
ル
に
専
念
す
る
こ
と

で
高
度
な
技
量
を
習
得
し
た
専
門
画
家
た
ち
に
よ
る
共
同
制
作
が
一
般
化

す
る
13
。

一
方
、
日
記
の
言
葉
遣
い
に
垣
間
見
え
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
鋭
い
感
性
が

示
す
よ
う
に
、
風
景
表
現
へ
の
関
心
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
高
く
、
構
図

の
堅
牢
性
と
精
緻
な
細
部
描
写
を
兼
ね
備
え
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画

（
図
２
）
や
生
動
感
あ
ふ
れ
る
雄
大
な
自
然
描
写
と
劇
的
な
物
語
場
面
が

連
動
す
る
ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
の
油
彩
画
（
図
３
）
な
ど
、
ネ
ー
デ
ル
ラ

ン
ト
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
質
の
高
い
作
品
が
制
作
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
絵
画
市
場
が
さ
ほ
ど
成
熟
し
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
で
は
ネ
ー
デ

ル
ラ
ン
ト
の
よ
う
な
画
家
の
専
門
分
化
は
お
こ
ら
ず
、
風
景
表
現
が
重
要

な
役
割
を
果
た
す
作
品
に
お
い
て
も
、
風
景
と
、
物
語
の
語
り
を
担
う
人

物
や
そ
の
他
の
モ
チ
ー
フ
が
一
人
の
画
家
の
手
に
よ
っ
て
描
か
れ
続
け
た
。

そ
の
結
果
、
雲
の
動
き
や
大
地
の
起
伏
、
建
造
物
、
人
物
、
動
植
物
や
無

機
物
が
一
体
と
な
っ
て
一
つ
の
物
語
世
界
を
創
出
す
る
、
独
自
の
風
景
画

の
制
作
態
度
が
育
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
自
然
へ
の
鋭
敏
な
眼
差
し
を
同
じ
く
有
し
て
い
た
も
の

の
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
と
ド
イ
ツ
の
画
家
た
ち
の
間
に
は
、
風
景
画
に
対

す
る
取
り
組
み
に
お
い
て
、
大
き
な
差
異
が
存
在
し
た
。
こ
う
し
た
点
で

興
味
深
い
の
が
、
イ
タ
リ
ア
で
活
動
し
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
画
家
た
ち

と
も
親
交
を
結
ん
だ
ロ
ッ
テ
ン
ハ
マ
ー
と
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
と
い
う
二
人

の
ド
イ
ツ
人
画
家
の
風
景
画
制
作
に
見
ら
れ
る
対
照
的
な
態
度
で
あ
る
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
出
身
で
一
五
八
〇
年
代
末
に
イ
タ
リ
ア
に
渡
り
、
一
五
九
一

年
か
ら
一
五
九
五
年
に
は
ロ
ー
マ
に
滞
在
、
そ
の
後
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で

長
期
に
わ
た
り
活
動
し
た
ロ
ッ
テ
ン
ハ
マ
ー
が
、
同
時
期
に
イ
タ
リ
ア
に

図1 パティニールとマセイス《聖アントニウスの誘惑》1520
年代前半、油彩、オーク材、155×173cm、マドリード、
プラド美術館
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滞
在
し
て
い
た
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
画
家
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
父
）

と
共
同
制
作
を
行
っ
た
こ
と
は
先
に
触
れ
た
14
。
後
に
花
の
静
物
画
家
と

し
て
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
名
声
を
博
す
こ
と
に
な
る
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ

ル
（
父
）
で
あ
る
が
、
初
期
の
頃
か
ら
一
貫
し
て
風
景
の
専
門
画
家
と
し

て
も
活
動
し
て
お
り
、
ノ
ー
ゲ
イ
ト
が
風
景
画
の
名
手
の
一
人
に
挙
げ
た

通
り
、
瑞
々
し
く
輝
く
よ
う
な
油
彩
で
細
部
に
至
る
ま
で
精
緻
に
描
き
こ

ま
れ
た
自
然
描
写
は
、
専
門
画
家
な
ら
で
は
の
極
め
て
高
い
技
巧
を
示
す
。

一
方
、
ロ
ッ
テ
ン
ハ
マ
ー
は
人
物
画
家
を
志
向
し
、
古
代
彫
刻
な
ど
の
学

習
を
通
じ
て
、
解
剖
学
的
な
正
確
さ
と
確
固
た
る
量
感
を
備
え
た
、
優
美

な
人
物
描
写
を
会
得
し
て
い
た
。
両
者
は
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
伝
統
的

な
共
同
制
作
の
手
法
に
則
っ
て
、
風
景
は
ヤ
ン
が
、
人
物
は
ロ
ッ
テ
ン
ハ

マ
ー
が
分
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
風
景
描
写
、
人
物
描
写
と
も
に
専
門
画

家
な
ら
で
は
の
高
度
に
洗
練
さ
れ
た
質
を
示
す
珠
玉
の
作
品
を
数
多
く
制

作
し
た
の
で
あ
る
（
図
４
）。

一
五
九
八
年
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
経
て
イ
タ
リ
ア
に
足
を
踏
み
入
れ
た
エ

ル
ス
ハ
イ
マ
ー
は
、
ロ
ー
マ
に
至
る
ま
で
の
お
よ
そ
二
年
間
を
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
で
過
ご
し
、
ロ
ッ
テ
ン
ハ
マ
ー
の
知
己
を
得
た
15
。
ノ
ー
ゲ
イ
ト
の

論
考
に
お
い
て
は
、
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
父
）
ら
と
と
も
に
当
代
を

代
表
す
る
風
景
画
家
と
名
指
し
さ
れ
た
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
で
は
あ
る
が
、

現
存
す
る
作
品
群
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
質
的
に
は
人
物
表
現
を
主

体
に
し
て
物
語
場
面
を
描
く
人
物
画
家
、
あ
る
い
は
、
物
語
画
家
で
あ
る
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
時
代
に
描
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
《
聖
家
族
と
洗
礼
者
聖

ヨ
ハ
ネ
》（
図
５
）
を
観
察
す
る
と
、
ロ
ッ
テ
ン
ハ
マ
ー
と
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ

図2 デューラー《聖エウスタキウス》1500
年頃、エングレーヴィング、紙、35.4×
25.9cm、ロンドン、大英博物館

図3 アルトドルファー《イッソスの戦い》1530
年頃、油彩、菩提樹材、158.4×120.3cm、
ミュンヘン、アルテ・ピナコテーク
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ー
ゲ
ル
（
父
）
が
共
同
で
制
作
し
た
同
主
題
作
品
（
図
４
）
か
ら
、
鬱
蒼
と

し
た
木
々
の
描
写
と
、
聖
家
族
、
花
を
撒
く
天
使
た
ち
、
愛
ら
し
い
動
物

を
組
み
合
わ
せ
る
着
想
を
得
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
興
味
深
い
こ

と
に
、
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
は
専
門
画
家
と
手
を
組
む
こ
と
は
せ
ず
、
風
景

表
現
を
含
む
す
べ
て
の
要
素
を
自
ら
の
手
で
描
く
と
い
う
、
ド
イ
ツ
語
圏

に
伝
統
的
な
制
作
態
度
を
固
守
し
て
い
る
。
本
作
品
に
お
い
て
、
エ
ル
ス

ハ
イ
マ
ー
は
、
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
父
）
ら
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
風

景
専
門
画
家
た
ち
が
極
め
た
自
然
描
写
を
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
や
ア
ル
ト
ド
ル

フ
ァ
ー
と
い
っ
た
ド
イ
ツ
の
先
達
が
示
し
た
、
風
景
表
現
と
人
物
描
写
を

同
一
の
筆
で
密
接
に
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
統
一
的
な
世
界
観
を
生
み
出
す

手
法
に
よ
っ
て
刷
新
し
、
絵
画
空
間
で
語
ら
れ
る
物
語
に
共
鳴
し
て
鑑
賞

者
に
強
い
情
動
を
も
た
ら
す
新
し
い
類
の
「
風
景
画
」
を
創
出
し
て
い
る

の
で
あ
る
16
。
一
七
世
紀
中
頃
に
著
さ
れ
た
ノ
ー
ゲ
イ
ト
の
文
章
に
お
い

て
、「
オ
ラ
ン
ダ
人
」
の
風
景
画
の
巨
匠
に
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
が
加
え
ら

れ
た
こ
と
は
、
当
時
の
芸
術
通
の
間
で
、
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
が
描
い
た

「
ド
イ
ツ
的
」
な
風
景
画
が
、
風
景
画
の
本
流
で
あ
る
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト

の
専
門
画
家
た
ち
に
比
肩
し
う
る
高
い
評
価
を
得
て
い
た
こ
と
の
証
左
と

い
え
る
。

二
、
ド
イ
ツ
人
画
家
と
銅
板
油
彩
画
―
「
細
部
の
悪
魔
」
の
誕
生

　

三
度
、
ノ
ー
ゲ
イ
ト
の
文
章
に
戻
ろ
う
。
本
稿
が
も
う
一
点
、
注
目
し

た
い
の
は
、
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
に
の
み
、
イ
タ
リ
ア
人
の
間
で
囁
か
れ
た

図4 ヤン・ブリューゲル（父）とロッテンハマ
ー《エジプトへの逃避途上の聖家族》1595
年頃、油彩、銅板、24.8×19.2×0.1cm、ウ
ィーン、美術史美術館

図5 エルスハイマー《聖家族と洗礼者
聖ヨハネ》1590年代末、油彩、銅板、
37.5×24.3cm、ベルリン国立絵画
館
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「
細
部
の
悪
魔
（D

iavolo per gli cose piccole

）」
と
い
う
異
名
が
殊
更
に

添
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
油
彩
技
法
を
駆
使
し
て
、
た
と
え
二
〇
㎝

に
も
満
た
な
い
小
画
面
で
あ
っ
て
も
モ
チ
ー
フ
を
精
緻
に
か
つ
微
細
に
描

写
す
る
こ
と
は
、
一
五
世
紀
以
来
、
風
景
表
現
と
並
ん
で
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ト
の
画
家
た
ち
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
人
知
を
超
え
た
超
絶

的
か
つ
執
拗
な
ま
で
の
細
部
の
描
き
こ
み
を
連
想
さ
せ
る
「
細
部
の
悪
魔
」

と
い
う
二
つ
名
が
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
画
家
た
ち
を
差
し
置
い
て
エ
ル

ス
ハ
イ
マ
ー
に
与
え
ら
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
の
作
品

が
当
時
の
イ
タ
リ
ア
の
人
々
の
眼
に
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
異

様
に
映
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

例
え
ば
、
エ
ス
ル
ハ
イ
マ
ー
の
代
表
作
《
聖
十
字
架
祭

壇
画
》（
図
６
）
に
目
を
や
れ
ば
、
私
た
ち
も
当
時
の
人
々

と
同
様
の
驚
嘆
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
祭
壇

画
の
中
央
画
面
で
は
、
百
名
を
超
え
る
諸
聖
人
や
天
使
た

ち
が
集
い
、
十
字
架
を
称
揚
し
、
聖
母
の
戴
冠
を
寿
い
で

い
る
が
、
そ
の
相
貌
や
衣
装
、
持
物
は
後
景
の
天
使
た
ち

に
至
る
ま
で
詳
細
に
描
き
こ
ま
れ
て
お
り
、
父
な
る
神
と

イ
エ
ス
が
放
つ
神
秘
の
光
が
画
面
に
荘
厳
と
統
一
感
を
与

え
る
。
一
方
、
中
央
画
面
を
取
り
巻
い
て
配
さ
れ
た
六
つ

画
面
に
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝
の
母
ヘ
レ
ナ
に
よ

る
聖
十
字
架
の
発
見
と
検
証
、
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
ヘ
ラ
ク
リ

ウ
ス
に
よ
る
ペ
ル
シ
ア
軍
に
奪
わ
れ
た
聖
十
字
架
の
奪
還

と
エ
ル
サ
レ
ム
へ
の
帰
還
の
物
語
が
表
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
に
お
い
て
は
、
古
代
建
築
を
配
し
た
瑞
々
し
い
風
景
の

中
で
、
聖
十
字
架
を
め
ぐ
る
古
の
物
語
が
、
多
様
で
的
確

な
身
振
り
と
感
情
表
現
、
力
強
い
体
躯
、
詳
細
に
描
き
こ

ま
れ
た
装
束
を
纏
っ
た
人
物
た
ち
に
よ
っ
て
生
き
生
き
と

図6 エルスハイマー《聖十字架祭壇画》1606年頃、油彩、銅板、48.5×35
（中央画面）、22.5×14.9（左右固定翼部）、15×16（プレデッラ）、フ
ランクフルト、シュテーデル美術館
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語
ら
れ
る
17
。
計
七
枚
の
絵
画
は
優
美
な
コ
リ
ン
ト
式
円
柱
と
破
風
が
目

を
引
く
、
鍍
金
の
施
さ
れ
た
黒
檀
の
枠
に
は
め
込
ま
れ
、
堂
々
た
る
祭
壇

衝
立
に
仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
礼
拝
対
象
の
提
示
と
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
物

語
の
詳
細
な
語
り
と
い
う
、
対
抗
宗
教
改
革
期
の
教
会
礼
拝
堂
な
ど
で
祭

壇
画
お
よ
び
周
囲
の
壁
面
装
飾
に
期
待
さ
れ
る
役
割
を
、
一
つ
の
絵
画
的

総
体
に
お
い
て
見
事
に
果
た
し
て
い
る
。
本
作
品
の
中
央
画
面
の
寸
法
が

四
八
．
五
×
三
五
㎝
で
あ
る
こ
と
、
六
枚
の
物
語
場
面
は
各
々
の
横
幅
が

一
五
㎝
に
も
満
た
な
い
こ
と
を
知
れ
ば
、
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
が
「
細
部
の

悪
魔
」
と
称
さ
れ
る
所
以
を
た
ち
ど
こ
ろ
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
の
作
品
は
、
図
版
か
ら
観
取
さ
れ
る
威
風
堂
々
さ
と

は
裏
腹
に
、
実
際
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
三
〇
㎝
に
も
満
た
な
い
小
型
絵

画
で
あ
り
、
か
つ
、
支
持
体
に
は
銅
板
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。
銅
板
の
小

画
面
に
、
大
画
面
絵
画
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
迫
力
に
満
ち
た
絵
画
を
描

く
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
独
特
の
絵
画
制
作
の
在
り
方
に
踏
み
込
む
前
に
、
エ

ル
ス
ハ
イ
マ
ー
以
前
の
ド
イ
ツ
人
画
家
と
銅
板
油
彩
画
の
関
係
に
つ
い
て
、

振
り
返
り
た
い
。

前
述
の
通
り
、
銅
板
油
彩
画
は
一
五
三
〇
年
代
の
イ
タ
リ
ア
で
初
め
て

試
み
ら
れ
、
一
六
世
紀
第
三
四
半
期
、
イ
タ
リ
ア
在
住
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ト
画
家
の
参
入
に
よ
っ
て
潜
在
的
な
美
的
可
能
性
が
十
全
に
引
き
出
さ
れ

て
、
一
七
世
紀
に
全
盛
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
筆
者
は
、
研
究
開
始
当

初
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
ま
た
は
ド
イ
ツ
を
銅
板
油
彩
画
の
誕
生
の
地
と
疑

っ
て
い
た
。
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
は
油
彩
技
法
の
発
祥
の
地
に
し
て
細
密
描

写
に
定
評
が
あ
り
、
実
際
、
銅
板
油
彩
画
の
隆
盛
に
貢
献
し
た
の
は
ネ
ー

デ
ル
ラ
ン
ト
の
画
家
た
ち
で
あ
っ
た
。
一
方
、
ド
イ
ツ
に
は
、
シ
ョ
ー
ン

ガ
ウ
ア
ー
や
デ
ュ
ー
ラ
ー
な
ど
、
金
銀
細
工
師
の
家
に
育
ち
幼
少
期
か
ら

の
金
属
板
の
処
理
に
慣
れ
親
し
み
、
彫
金
技
術
を
応
用
し
た
エ
ン
グ
レ
ー

ヴ
ィ
ン
グ
版
画
と
絵
画
の
両
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
成
果
を
残
し
た
芸
術

家
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
シ
ョ
ー
ン
ガ
ウ
ア
ー
や
デ
ュ
ー
ラ
ー

は
銅
板
を
版
画
の
原
板
と
し
て
活
用
し
た
も
の
の
、
そ
こ
に
油
彩
で
絵
を

描
く
と
い
う
試
み
を
行
っ
た
形
跡
は
な
い
。
た
だ
し
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
、

銅
板
に
絵
筆
を
用
い
て
絵
画
的
な
装
飾
を
施
す
中
世
以
来
の
金
銀
細
工
の

技
法
か
ら
着
想
を
え
て
、
木
板
を
支
持
体
に
用
い
つ
つ
も
、
そ
れ
を
金
地

で
覆
っ
て
「
金
属
板
絵
画
」
に
見
立
て
た
板
絵
を
残
し
て
い
る
18
。
一
方
、

ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ー
ナ
ハ
（
子
）
の
《
イ
エ
ス
と
姦
淫
の
女
》（
一
六
世
紀

中
葉
、
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
蔵
）
の
現
在
の
支
持
体
は
銅
板
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
、
一
七
七
〇
年
、
修
復
の
た
め
に
木
板
の
支
持
体
か
ら
銅
板

に
移
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
元
来
の
姿
で
は
な
い
19
。

ド
イ
ツ
人
画
家
と
し
て
初
め
て
銅
板
油
彩
画
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ

の
は
、
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ア
ー
ヘ
ン
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
五
七
四
年
頃

か
ら
八
七
年
に
か
け
て
の
十
年
以
上
に
渡
る
イ
タ
リ
ア
で
の
活
動
を
通
じ

て
こ
の
新
奇
な
表
現
媒
体
に
精
通
し
た
よ
う
で
、
一
五
九
六
年
に
神
聖
ロ

ー
マ
皇
帝
ル
ド
ル
フ
二
世
の
宮
廷
画
家
と
し
て
プ
ラ
ハ
に
定
住
し
た
後
に

は
、
裸
体
の
滑
る
よ
う
な
肌
の
質
感
を
表
現
す
る
の
に
最
適
な
こ
の
支
持

体
に
官
能
的
な
神
話
画
を
描
い
た
20
。
し
か
し
、
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ア

ー
ヘ
ン
は
、
恐
ら
く
、
同
じ
く
ル
ド
ル
フ
二
世
の
宮
廷
画
家
で
あ
り
銅
板
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油
彩
画
の
名
手
で
あ
っ
た
ス
プ
ラ
ン
ゲ
ル
と
の
差
異
化
を
図
る
た
め
、
石

板
油
彩
画
の
制
作
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
る
21
。

エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
以
前
に
銅
板
油
彩
画
に
本
格
的
に
取
り
組
み
、
最

も
優
れ
た
成
果
を
上
げ
た
の
は
、
ハ
ン
ス
・
ロ
ッ
テ
ン
ハ
マ
ー
で
あ
ろ

う
。
前
章
で
論
じ
た
ロ
ッ
テ
ン
ハ
マ
ー
と
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
父
）

の
共
同
制
作
は
、
し
ば
し
ば
小
型
の
銅
板
上
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
ロ
ッ

テ
ン
ハ
マ
ー
の
署
名
と
一
六
〇
三
年
の
年
記
を
も
つ
《
ウ
ェ
ヌ
ス
と
ク
ピ

ド
、
サ
テ
ュ
ロ
ス
た
ち
》（
図
７
）
で
は
、
ヤ
ン
が
描
い
た
青
々
と
茂
る
樹

木
が
脇
役
に
ま
わ
り
、
愛
ら
し
い
ク
ピ
ド
た
ち
を
従
え
た
豊
満
な
裸
体
の

ヴ
ェ
ヌ
ス
が
、
長
辺
直
径
一
三
㎝
に
も
満
た
な
い
楕
円
形
の
銅
板
上
に
優

美
に
描
か
れ
、
観
る
者
の
視
線
を
釘
付
け
に
す
る
。
本
作
品
は
、
こ
う
し

た
極
小
の
銅
板
油
彩
画
の
受
容
様
態
を
知
る
上
で
も
注
目
さ
れ
る
。
と
い

う
の
も
、
同
時
代
の
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
で
活
動
し
た
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ

ン
ケ
ン
（
子
）
が
、
当
時
、
富
裕
層
の
間
で
流
行
し
て
い
た
「
珍
品
貴
品

収
集
室
（K

unstkam
m

er/W
underkam

m
er, Studiolo, C

abinet

）」
を
描

い
た
板
絵
（
図
８
）
に
お
い
て
、
宝
飾
品
や
古
代
の
貨
幣
や
カ
メ
オ
、
金

銀
細
工
、
小
型
彫
刻
、
地
球
儀
、
計
量
具
、
中
国
陶
磁
器
や
異
国
の
貝
殻

な
ど
、
自
然
と
人
が
作
り
出
し
た
様
々
な
貴
重
な
品
々
と
と
も
に
、
本
作

品
を
含
む
七
枚
の
極
小
絵
画
を
描
き
こ
ん
だ
こ
と
が
、
指
摘
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
22
。
富
裕
層
が
夢
見
る
理
想
的
な
「
珍
品
貴
品
収
集
室
」
を
表

し
た
フ
ラ
ン
ケ
ン
作
品
に
、
ロ
ッ
テ

ン
ハ
マ
ー
の
官
能
性
溢
れ
る
極
小
の

銅
板
油
彩
画
が
描
き
こ
ま
れ
た
事
実

は
、
当
時
の
銅
板
油
彩
画
の
受
容
様

態
の
一
つ
、
つ
ま
り
、
硬
質
で
薄
い

極
小
金
属
板
に
微
細
に
描
か
れ
た
絵

画
が
、
古
代
の
貨
幣
や
宝
石
、
異
国

の
陶
磁
器
と
な
ら
ん
で
、
人
の
技
の

精
華
の
一
つ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
さ
ら
に
は
、
ロ
ッ
テ
ン
ハ
マ
ー

作
品
が
そ
う
し
た
銅
板
油
彩
画
の
在

り
方
を
ま
さ
し
く
体
現
す
る
も
の
と

見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

図8 フランス・フランケン（子）《珍品貴品室》
1620年代、油彩、オーク材、個人蔵

図7 ロッテンハマー《ウェヌス、クピドと
サテュロスたち》1603年、油彩、銅板、
12.7×10.4cm、個人蔵
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ロ
ッ
テ
ン
ハ
マ
ー
の
銅
板
油
彩
画
の
も
う
一
つ
の
側
面
を
端
的
に
示
す

の
が
、
一
五
九
五
年
頃
に
制
作
さ
れ
た
《
聖
母
戴
冠
》（
図
9
）
で
あ
ろ
う
。

縦
九
一
㎝
と
い
う
大
型
の
銅
板
を
用
い
た
本
作
品
は
、
最
上
部
に
聖
霊
と

父
な
る
神
、
キ
リ
ス
ト
、
戴
冠
を
受
け
る
聖
母
マ
リ
ア
を
、
そ
れ
を
取
り

囲
む
よ
う
に
多
数
の
天
使
と
聖
人
た
ち
を
層
状
に
配
置
す
る
と
い
う
構
図

を
と
る
。
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
作
品
に
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
派
の
巨
匠
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
の
代
表
作
《
天
国
》（
図
10
）
か
ら
の
影
響

が
顕
著
で
あ
る
。
表
現
の
独
自
性
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
は
、
こ
う
し
た

顕
著
な
類
似
は
作
品
の
評
価
を
減
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ

で
、
作
品
の
寸
法
と
そ
の
帰
結
と
し
て
生
じ
る
鑑
賞
の
あ
り
方
と
い
う
視

点
を
導
入
す
る
と
、
ロ
ッ
テ
ン
ハ
マ
ー
の
企
図
が
浮
か
び
上
が
る
。
と

い
う
の
も
、
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
作
品
は
、
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
「
大
評
議
会
の

間
」
の
壁
面
上
部
に
設
置
さ
れ
た
幅
一
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
巨
大
な
カ

ン
ヴ
ァ
ス
画
で
あ
り
、
多
人
数
構
成
を
大
胆
な
動
性
そ
の
ま
ま
に
見
事
に

ま
と
め
あ
げ
た
構
図
全
体
を
一
度
に
視
界
に
収
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
か
な

り
距
離
を
と
っ
て
眺
め
る
必
要
が
あ
る
。
一
方
、
登
場
人
物
に
与
え
ら

れ
た
多
種
多
様
な
身
振

り
や
細
部
を
見
よ
う
と

す
る
と
絵
画
に
接
近
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
全

体
の
構
図
を
味
わ
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
加
え

て
、
そ
も
そ
も
、
本
作

品
は
大
広
間
の
壁
面
上

部
に
設
置
さ
れ
て
い
る

た
め
、
床
に
立
っ
て
見

上
げ
た
だ
け
で
は
、
細

部
の
鑑
賞
自
体
が
困
難

で
あ
る
。
ロ
ッ
テ
ン
ハ

マ
ー
は
、
最
先
端
の
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
絵
画
の
表

現
を
小
画
面
に
移
し
替

え
る
こ
と
で
、
細
密
描

図9 ロッテンハマー《聖母戴冠》1590年代
末、油彩、銅板、92.7×63.5cm、ロンド
ン、ナショナル・ギャラリー

図10 ティントレット《天国》1590年頃、油彩、カンヴァス、ヴェ
ネツィア、ドゥカーレ宮殿
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写
の
妙
技
を
示
す
と
と
も
に
、
大
画
面
絵
画
を
近
視
点
で
鑑
賞
し
た
い
と

い
う
、
芸
術
愛
好
家
の
潜
在
的
欲
求
に
、
見
事
に
応
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
在
、
私
た
ち
の
手
元
に
残
る
ア
ダ
ム
・
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
の
作
品

は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
の
最
初
期
の
活
動
か
ら
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
滞
在
を

経
て
ロ
ー
マ
で
早
世
す
る
に
至
る
ま
で
、
小
画
面
に
描
か
れ
た
も
の
ば
か

り
で
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
優
勢
の
ド
イ
ツ
で
は
教
会
の
祭
壇
画
や

装
飾
な
ど
宗
教
関
連
の
大
型
注
文
が
激
減
す
る
一
方
、
三
十
年
戦
争
前
夜

の
政
情
不
安
か
ら
市
庁
舎
や
宮
殿
の
装
飾
と
い
っ
た
世
俗
の
大
型
注
文
を

獲
得
す
る
可
能
性
も
あ
ま
り
見
込
め
な
か
っ
た
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
に
渡

っ
た
北
方
画
家
た
ち
も
当
地
の
画
家
と
の
激
し
い
競
合
の
な
か
、
大
型
絵

画
を
描
く
機
会
を
勝
ち
取
る
こ
と
は
難
し
く
、
こ
う
し
た
社
会
的
、
芸

術
的
状
況
が
、
若
き
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
を
、
小
型
絵
画
の
領
域
に
導
い

た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、「
友
愛
の
書
（Album

 
Am

icorum

）」
と
呼
ば
れ
る
、
寄
せ
書
き
帳
の
一
部
で
あ
っ
た
と
思
し
き

不
透
明
水
彩
作
品
と
、
ロ
ー
マ
の
聖
ル
カ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
に
な
っ
た

折
に
制
作
さ
れ
た
中
型
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
油
彩
で
描
か
れ
た
自
画
像
を
除

き
23
、
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
作
品
の
支
持
体
は
、
最
初
期
か
ら
一
貫
し
て
銅

板
で
あ
る
。

こ
の
文
脈
で
注
目
す
べ
き
は
、
一
五
九
〇
年
代
後
半
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
で
の
画
家
修
業
を
終
え
た
直
後
に
制
作
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る《
魔
女
》

（
図
11
）
で
あ
ろ
う
。
本
作
品
で
は
、
一
三
・
五
×
九
・
八
㎝
と
い
う
極
小

の
銅
板
に
油
絵
具
で
、
黒
い
山
羊
に
逆
さ
ま
に
乗
り
闇
の
中
空
を
駆
け
る

不
気
味
な
老
婆
と
、
様
々
な
持
物
を
手
に
す
る
不
可
思
議
な
童
子
た
ち
が

描
か
れ
て
い
る
。
本
作
品
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
版
画
を
彩
色
模
写
し
た
も

の
で
あ
り
、
こ
の
種
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
版
画
の
絵
画
化
作
品
は
、
デ
ュ
ー
ラ

ー
の
死
後
、
そ
の
人
気
が
白
熱
し
た
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
に
か

け
て
の
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
い
て
し
ば
し
ば
制
作
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
大
抵

の
場
合
は
、《
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
》
や
《
騎
士
と
死
と
悪
魔
》
な
ど
無
難
な
主

題
が
選
択
さ
れ
、
ま
た
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
精
緻
な
版
画
の
油
彩
模
写
は
容

易
で
な
か
っ
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
見
映
え
の
た
め
か
、
寸
法
も
数
倍
に

引
き
伸
ば
さ
れ
た
。
こ
の
一
般
的
傾
向
に
対
し
て
、
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
は
、

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
版
画
の
中
で
も
最
小
の
部
類
に
属
し
、
か
つ
、
通
好
み
の

《
魔
女
》
と
い
う
版
画
を
、
当
時
、
流
行
の
絶
頂
に
向
か
お
う
と
し
て
い

図11 エルスハイマー《魔女》（デューラ
ーのエングレーヴィングに基づく）
1597年頃、油彩、銅板、13.6×9.8cm、
英国王室コレクション
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た
銅
板
油
彩
画
と
い
う
媒
体
に
、
絵
画
化
し
て
い
る
。

本
作
品
に
お
け
る
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
の
絵
具
の
塗
り
方
に
も
、
特
筆
す

べ
き
点
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
画
家
た
ち
は
、
滑
ら
か
で
硬
質
な
銅
板
に

お
い
て
細
密
描
写
を
行
う
際
、
油
分
の
多
い
絵
具
を
乾
か
し
て
は
薄
く
幾

層
に
も
塗
り
重
ね
る
、
今
日
、「
グ
ラ
ッ
シ
（glacis

）」
ま
た
は
「
グ
レ
ー

ズ
（glaze

）」
と
呼
ば
れ
る
技
法
を
用
い
て
、
出
来
る
限
り
筆
の
跡
を
残
さ

な
い
こ
と
を
心
が
け
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
は
《
魔
女
》

に
お
い
て
、
荒
々
し
い
筆
遣
い
で
油
分
の
少
な
い
絵
具
を
一
気
呵
成
に

塗
り
こ
め
る
「
ア
ッ
ラ
・
プ
リ
マ
（alla prim

a

）」
技
法
を
使
用
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
ら
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
画
家
た
ち
が
大
画

面
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
油
彩
画
を
描
く
に
際
し
て
生
み
出
し
た
新
し
い
油
彩
技

法
で
あ
っ
た
。
筆
へ
の
抵
抗
が
少
な
い
滑
ら
か
な
銅
板
は
、
そ
の
実
、
筆

の
跡
を
残
す
こ
と
に
も
適
し
て
お
り
、
一
五
七
〇
年
代
初
頭
、
イ
タ
リ
ア

で
活
動
し
て
い
た
エ
ル
・
グ
レ
コ
が
、
す
で
に
、
こ
の
特
性
を
生
か
し
て

作
品
を
制
作
し
て
い
る
24
。
珍
し
い
主
題
に
加
え
て
、
通
常
は
大
カ
ン
ヴ

ァ
ス
画
に
用
い
ら
れ
る
筆
運
び
に
よ
っ
て
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
極
小
版
画
を
油

図12 カラヴァッジョ《聖マタイの殉教》1600年頃、油彩、
カンヴァス、323×343cm、ローマ、サン・ルイージ・
デイ・フランチェージ教会コンタレッリ礼拝堂

図13 エルスハイマー《聖ステファヌスの殉教》1600年代
前半、油彩、銅板、34.7×28.6cm、エディンバラ、ス
コットランド・ナショナル・ギャラリー
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彩
で
再
現
す
る
と
い
う
、
重
層
的
な
新
奇
性
に
彩
ら
れ
た
本
作
品
は
、
銅

板
油
彩
画
に
お
い
て
、
自
ら
の
芸
術
的
企
図
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
追
及
し

よ
う
と
す
る
若
き
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
の
画
家
と
し
て
の
野
心
に
満
ち
溢
れ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
本
作
品
は
、
当
初
の
購
入
者
は
不
明
で
あ
る
も
の

の
、
一
六
二
九
年
か
ら
三
五
年
の
間
、
外
交
官
と
し
て
大
陸
に
滞
在
し
て

い
た
ア
ー
サ
ー
・
ホ
プ
ト
ン
卿
に
よ
っ
て
、
一
六
三
九
年
、「
エ
ル
ス
ハ

イ
マ
ー
が
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
版
画
に
基
づ
き
、
イ
タ
リ
ア
行
以
前
に
制
作
し

た
」
作
品
と
し
て
、
英
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
に
贈
呈
さ
れ
た
。25

銅
板
油
彩
画
を
大
画
面
絵
画
に
匹
敵
す
る
芸
術
媒
体
と
捉
え
る
エ
ル
ス

ハ
イ
マ
ー
の
志
向
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
の
ロ
ッ
テ
ン
ハ
マ
ー
と
の
交
流

を
経
て
、
さ
ら
に
強
固
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
ロ
ー

マ
で
制
作
す
る
こ
と
に
な
る
《
聖
十
字
架
祭
壇
画
》（
図
６
）
に
お
け
る
ロ

ッ
テ
ン
ハ
マ
ー
の
《
聖
母
戴
冠
》（
図
９
）

か
ら
の
影
響
を
鑑
み
る
に
、
エ
ル
ス
ハ
イ

マ
ー
は
こ
の
絵
を
確
か
に
知
っ
て
い
た
26
。

と
同
時
に
、
ロ
ッ
テ
ン
ハ
マ
ー
と
テ
ィ
ン

ト
レ
ッ
ト
の
《
天
国
》（
図
10
）
と
の
関
係

性
、
つ
ま
り
、《
聖
母
戴
冠
》
に
お
い
て
ロ

ッ
テ
ン
ハ
マ
ー
が
示
し
た
銅
板
油
彩
画
の

在
り
方
を
も
理
解
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
す
な
わ
ち
、
銅
板
油
彩
画
は
、
細
や

か
な
筆
遣
い
の
技
を
披
露
す
る
場
で
あ
る

と
と
も
に
、
実
際
に
は
鑑
賞
が
容
易
で
は

な
い
公
共
空
間
に
飾
ら
れ
る
大
画
面
絵
画

を
近
視
点
で
鑑
賞
し
た
い
と
い
う
、
芸
術

愛
好
家
の
潜
在
的
欲
求
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
表
現
媒
体
で
あ
る
こ
と
を
、
知
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
は
、
大

画
面
の
大
作
に
挑
む
の
と
同
じ
創
意
や
着

図14 カラッチ《エジプトへの逃避途上の聖家族》1603年頃、油彩、
カンヴァス、122×230cm、ローマ、ドーリア・パンフィー
リ美術館

図15 エルスハイマー《エジプトへの逃避途上の聖家族》1609年
頃、油彩、銅板、31×41cm、ミュンヘン、アルテ・ピナコテ
ーク



68

想
の
工
夫
、
構
図
の
練
り
上
げ
、
明
暗
表
現
や
色
彩
の
調
和
、
各
モ
チ
ー

フ
描
写
へ
の
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
小
画
面
絵
画
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
才
を
芸
術
通
に
つ
ぶ
さ
に
披
露
し
う
る
と
思
い
至
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
実
際
、
一
六
〇
〇
年
、
ロ
ー
マ
に
到
着
し
た
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー

は
、
銅
板
油
彩
画
と
い
う
極
小
の
画
面
に
お
い
て
、
粗
い
筆
致
と
精
緻
な

筆
致
を
使
い
分
け
な
が
ら
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
残
酷
な
殉
教
場
面
と
協

働
す
る
劇
的
な
明
暗
法
や
、
ア
ン
ニ
ー
バ
レ
・
カ
ラ
ッ
チ
の
独
創
的
物
語

解
釈
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
構
想
さ
れ
る
風
景
表
現
な
ど
、
同
時
代
の
イ

タ
リ
ア
人
画
家
が
大
型
絵
画
に
お
い
て
披
露
し
た
最
新
の
芸
術
成
果
に
果

敢
に
挑
む
こ
と
と
な
る
（
図
12
―
図
15
）。

む
す
び
に
か
え
て
―
特
定
の
支
持
体
へ
の
特
化
と
い
う
芸
術
的
戦
略

一
六
二
三
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
イ
タ
リ
ア
に
滞
在
し
た
フ
ラ
ン
ド

ル
系
ス
ペ
イ
ン
人
画
家
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
は
、
そ
の
著
『
高

貴
な
る
絵
画
術
に
つ
い
て
の
実
践
の
書
』
に
お
い
て
、
あ
る
偉
大
な
る
画

家
が
貴
顕
の
宮
殿
で
目
に
し
た
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
の
絵
に
つ
い
て
所
見
を

求
め
ら
れ
た
際
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
と
伝
え
て
い
る
。

「
こ
れ
は
と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
そ
し
て
、
熟
慮
を
も
っ
て
制
作

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
上
良
い
も
の
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
も
し
、
等
身
大
の
人
物
像
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
れ

ば
、
確
実
に
、
今
日
ま
で
に
描
か
れ
た
あ
ら
ゆ
る
絵
画
を
凌
駕
し

た
で
あ
ろ
う
。」27

こ
の
、
イ
タ
リ
ア
人
画
家
と
思
し
き
「
あ
る
偉
大
な
る
画
家
（un pintor 

grande

）」
の
言
葉
か
ら
は
、
等
身
大
の
人
物
像
を
配
し
た
大
画
面
絵
画
の

制
作
を
画
家
の
本
領
と
見
な
す
、
揺
ら
ぎ
の
な
い
イ
タ
リ
ア
的
芸
術
観
が

読
み
取
れ
る
。
と
同
時
に
、
こ
う
し
た
芸
術
観
を
も
つ
者
で
さ
え
、
エ
ル

ス
ハ
イ
マ
ー
が
小
画
面
で
み
せ
た
創
意
と
技
量
を
、
こ
れ
ま
で
の
い
か
な

る
画
家
に
も
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
様
が
明

ら
か
と
な
る
。
専
門
画
家
に
よ
る
共
同
制
作
が
隆
盛
を
極
め
る
時
代
に
あ

っ
て
自
身
の
絵
筆
の
み
を
頼
り
と
し
、
大
作
を
手
掛
け
る
画
家
た
ち
を
競

争
相
手
に
小
型
銅
板
と
い
う
支
持
体
の
可
能
性
を
苛
烈
な
ま
で
に
追
求
し

た
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
は
、
ま
さ
に
「
細
部
の
悪
魔
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

い
。
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
父
）
に
せ
よ
、
ロ
ッ
テ
ン
ハ
マ
ー
に
せ
よ
、

エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
以
前
の
銅
板
油
彩
画
の
名
手
た
ち
は
、
通
常
の
支
持
体

で
あ
る
木
板
や
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
も
油
彩
画
を
描
き
続
け
て
お
り
、
こ
う
し

た
状
況
を
鑑
み
る
に
、
銅
板
と
い
う
新
奇
な
支
持
体
に
拘
っ
た
点
が
エ
ル

ス
ハ
イ
マ
ー
の
新
し
さ
と
い
え
る
。
特
定
の
絵
画
ジ
ャ
ン
ル
の
専
門
画
家

に
な
る
道
を
選
択
し
な
か
っ
た
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
は
、
銅
板
油
彩
画
と
い

う
特
定
の
表
現
媒
体
の
専
門
画
家
た
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
り
、
彼

の
出
現
を
も
っ
て
、
銅
板
油
彩
画
の
分
野
で
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
ド
イ
ツ

美
術
は
、
そ
の
頂
き
へ
と
一
気
に
駆
け
上
が
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
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【
註
】
1 

“It is m
ore then tim

e to proceede to the second, w
hich is 

Lanscape, or Landscape, (an Art soe new
 in England, and soe lately 

com
e a shore, as all the Language w

ithin our fow
er Seas cannot 

find it a N
am

e, but a borrow
ed on, and that from

 a people that are 
noe great Lenders but upon good Securitie, the D

uch). Perhaps 
they w

ill nam
e their ow

ne C
hild. For to say truth the Art is theirs, 

and the best in that kind that ever I saw
 speake D

utch, viz. Paulo 
Brill, a very rare M

aster in that Art, Liveing in Trinita del M
onte 

in R
om

e, and his C
ontem

porary, Adam
 Elsham

er, term
ed by the 

Italians D
iavolo per gli cose piccole, M

om
per, Bruegel, C

oningsto, 
and last but not least Sr Peter Rubens, a G

entlem
an of great parts 

and abilities (over and above his Pencill) and knighted by the 
best of K

ings or M
en.” Edw

ard N
orgate, M

iniatura or the Art of 
Lim

ning: Th
e N

am
es O

rder and U
se of the C

ouleurs Both for Picture 
by the Life Landscape and H

istory, M
artin H

ardie (ed.), O
xford, 

1919, pp. 42–43.

2 

ノ
ー
ゲ
イ
ト
の
生
涯
と
活
動
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
詳
し
い
。

M
artin H

ardie, “Introduction,” ibid., pp. v–xxix.

3 

平
川
佳
世「
地
獄
の
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
―
ヤ
ン･

ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
作《
ト

ロ
イ
ア
炎
上
》を
め
ぐ
っ
て
」近
畿
大
学
大
学
院
文
芸
学
研
究
科『
混
沌
』

二
、
二
〇
〇
五
年
、
一
三
一
―
一
六
一
頁
、
同
「
銅
板
油
彩
画
の
誕
生

を
め
ぐ
っ
て
」『
京
都
美
学
美
術
史
学
』八
、
二
〇
〇
九
年
、
一
―
三
一
頁
、

同「
つ
か
の
ま
と
不
朽
の
間
―
ブ
ロ
ン
ヅ
ィ
ー
ノ《
幸
福
の
寓
意
》」『
京

都
美
学
美
術
史
学
』
九
、
二
〇
一
〇
年
、
一
―
三
四
頁
、
同
「
ス
プ
ラ

ン
ゲ
ル
の
イ
タ
リ
ア
滞
在
―
銅
板
油
彩
画
の
観
点
か
ら
」『
京
都
美
学

美
術
史
学
』
一
〇
、
二
〇
一
一
年
、
一
三
三
―
一
六
二
頁
、
同
「
希
少
性
、

秘
匿
性
、
新
奇
性
を
め
ざ
す
絵
画
―
北
方
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
美
術
に
お

け
る
絵
画
形
態
多
様
化
の
諸
相
」『
哲
学
研
究
』
六
〇
〇
、
二
〇
一
六
年
、

一
〇
五
―
一
四
七
頁
、
同
「
ス
プ
ラ
ン
ゲ
ル
作
《
最
後
の
審
判
》
―
銅

板
油
彩
画
の
宗
教
的
機
能
に
関
す
る
試
論
」『
京
都
美
術
史
学
』
一
、
二

〇
二
〇
年
、
二
七
―
六
四
頁
。

4 
 M

ichael K
. K

om
anecky et al., exh. cat. C

opper as C
anvas: Tw

o 
C

enturies of M
asterpiece Paintings on C

opper 1575–1775, Phoenix 
Art M

useum
, Phoenix et al., 1998–1999.

5 

一
七
世
紀
の
南
北
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
美
術
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
論
考
に
お
い
て
問
題
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
。
中
村
俊
春
「
十

七
世
紀
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
と
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
な
の
か
、
そ
れ
と
も
十
七

世
紀
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
絵
画
な
の
か
？
―
二
つ
の
画
派
へ
の
区
分
の

是
非
考
」
根
立
研
介
編
『
美
術
史
に
お
け
る
転
換
期
の
諸
相
』（
平
成
二

三
年
度
〜
平
成
二
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
研
究

成
果
報
告
書
）、
二
〇
一
五
年
、
一
七
―
三
六
頁
。

6 

エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
に
つ
い
て
は
、
次
の
主
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
が
あ
る
。

K
eith Andrew

s, Adam
 Elsheim

er: Paintings, D
raw

ings, Prints, N
ew

 
York, 1977; R

üdiger K
lessm

ann et al., exh. cat. Adam
 Elsheim

er 
1578–1610, N

ational G
allery of Scotland, Edinburgh, et al., 2006.

7  

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
と
ド
イ
ツ
語
圏
の
美
術
交
流
を
概
観
す
る
に
は
、
次

の
展
覧
会
図
録
が
便
利
で
あ
る
。Till-H

olger Borchert et al., exh. cat. 
Van Eyck to D

ürer: Th
e Influence of Early N

etherlandish Painting on 
European Art, 1430–1530, G

roeningem
useum

, Bruges, 2010–2011. 
8 

Joachim
 von Sandrart, Teutsche Academ

ie der Bau-, Bild- und 
M

ahlerey-Künste, N
ürnberg 1675–1680, vol. 1, C

hristian K
lem

m
 

(intro.), N
ördlingen, 1994. 

9 

カ
ー
レ
ル
・
フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
『
北
方
画
家
列
伝
』
尾
崎
彰
宏
、
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幸
福
輝
、
廣
川
暁
生
、
深
谷
訓
子
編
訳
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇

一
四
年
。
フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
の
「
北
方
画
家
列
伝
」
に
お
け
る
ド
イ

ツ
人
画
家
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
考
が
あ
る
。

尾
崎
彰
宏
「「
北
方
画
家
列
伝
」
が
目
指
し
た
も
の
―
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ト
美
術
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
」、
前
掲
書
、
四
四
九
―
五
一
二
頁
。
ま

た
、
フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
お
よ
び
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
の
歴
史
観
に
つ
い
て

は
、
次
の
論
考
も
参
照
の
こ
と
。
深
谷
訓
子
「
フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
「
北

方
画
家
列
伝
」
と
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
美
術
史
に
お
け
る
時
代
認
識
」、
前

掲
書（
注
五
）、
一
一
三
―
一
三
二
頁
、
平
川
佳
世「
ヨ
ア
ヒ
ム
・
フ
ォ
ン
・

ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
著
『
ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
』
に
み
る
ド
イ
ツ
美
術
の

転
換
期
」、
前
掲
書
（
注
五
）、
三
七
―
六
〇
頁
。

10	

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
画
家
た
ち
の
イ
タ
リ
ア
滞
在
、
と
り
わ
け
ロ
ー
マ

滞
在
の
概
要
を
把
握
す
る
に
は
、
次
の
展
覧
会
図
録
が
便
利
で
あ
る
。

Exh. cat. Fiam
m

inghi a Rom
a 1508–1608: Artisti dei Paesi Bassi e 

del Principato di Liegi a Rom
a durante il Rinascim

ento, Palais des 
Beaux-Arts, Brussels and Palazzo delle Esposizioni, Rom

e, 1995.

11	
Andrew

s, op. cit. (note 6), pp. 21–40; Rüdiger K
lessm

ann, “Adam
 

Elsheim
er: H

is Life and Art,” K
lessm

ann et al., op. cit. (note 6), 
pp. 11–41, esp. 21–22 and 30–31.

12	

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
『
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
旅
日
記
一
五
二

〇
―
一
五
二
一
』
前
川
誠
郎
訳
注
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
、
一

〇
九
頁
。“Jtem

 am
 sondag vor der creutzw

ochen hat m
ich m

aister 
Joachim

, der gut landschafft m
ahler, auf sein hochzeit geladen und 

m
ir alle ehre erbotten.” H

ans R
upprich (ed.), D

ürer Schriftricher 
N

achlass, vol. 1, Berlin, 1956, p. 169.

13	

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
専
門
画
家
の
共
同
制
作
を
め
ぐ
っ
て
は
、
次
の

論
考
が
参
考
に
な
る
。
中
村
俊
春
「
ル
ー
ベ
ン
ス
の
絵
画
制
作
―
専

門
画
家
た
ち
と
の
共
同
制
作
、
お
よ
び
工
房
の
助
手
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ク

を
め
ぐ
っ
て
」
展
覧
会
図
録
『
ル
ー
ベ
ン
ス
―
栄
光
の
ア
ン
ト
ワ
ー
プ

工
房
と
原
点
の
イ
タ
リ
ア
』Bunkam

ura

ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
他
、
二

〇
一
三
年
、
二
一
八
―
二
三
四
頁
、
デ
ニ
ス
・
Ｐ
・
ウ
ェ
ラ
ー
「
ペ
ー
テ

ル
・
パ
ウ
ル
・
ル
ー
ベ
ン
ス
と
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ネ
イ
デ
ル
ス
―
共
同

制
作
事
業
」
前
掲
書
、
二
三
五
―
二
五
一
頁
。

14	

ロ
ッ
テ
ン
ハ
マ
ー
の
画
家
と
し
て
の
軌
跡
に
つ
い
て
は
、
次
の

論
考
に
端
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。H

einer Borggrefe, “H
ans 

R
ottenham

m
er (1564? –1625),” H

einer B
orggrefe et al., exh. 

cat., H
ans Rottenham

m
er: B

egehrt, Vergessen, N
eu Entdeckt, 

W
eserrenaissance-M

useum
 Schloß Brake, Lem

go and N
ational 

G
allery, Prague, 2008–2009, pp. 25–33.

15	

ロ
ッ
テ
ン
ハ
マ
ー
と
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
論
考
が
あ
る
。Rüdiger K

lessm
ann, “Adam

 Elsheim
er und H

ans 
Rottenham

m
er,” H

einer Borggrefe et al. (ed.), H
ans Rottenham

m
er 

(1564–1625): Ergebnisse des in K
ooperation m

it dem
 Institut für 

K
unstgeschichte der Tschechischen A

kadem
ie der W

issenschaften 
durchgeführten internationalen Sym

posions am
 W

eserrenaissance-
M

useum
 Schloß Brake (17.–18. Februar 2007), M

arburg, 2007, pp. 
145–155.

16	

本
作
品
に
お
け
る
ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
詳
細
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。K

lessm
ann et al., op. cit. (note 

6), pp. 62–65, cat. no. 7. 

ま
た
、
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
植
物
描

写
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
集
が
大
変
参
考
に
な
る
。『
言
語
文
化
』
三
〇

「
特
集
《
植
物
を
描
く
／
植
物
で
描
く
》
│
ド
イ
ツ
語
圏
の
美
術
で
た

ど
る
植
物
表
現
の
可
能
性
」、
二
〇
一
三
年
。

17	
《
聖
十
字
架
祭
壇
画
》
の
図
像
や
着
想
源
、
来
歴
、
再
構
成
等
に
つ
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い
て
は
、
以
下
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。C

hristian Lenz, Adam
 

Elsheim
er: D

ie G
em

älde im
 Städel, Frankfurt am

 M
ain, 1977/1989, 

pp. 36–74.

18	
K

ayo H
irakaw

a, “Th
e M

an of Sorrow
s in the Staatliche K

unsthalle 
K

arlsruhe: A R
econsideration of D

ürer’s G
old-G

round Painting,” 
Kyoto Studies in Art H

istory, 1, 2016, pp. 3–18. 

平
川
佳
世
「
近
世
初

頭
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
悲
し
み
の
人
」
の
諸
相
―
プ
ラ
イ
デ
ン
ヴ

ル
フ
か
ら
デ
ュ
ー
ラ
ー
へ
」
田
辺
幹
之
助
編
『
祈
念
像
の
美
術
』（
越
宏

一
監
修
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
美
術
論
集
』
三
）、
竹
林
舎
、
二
〇
一
八
年
、

四
〇
三
―
四
二
四
頁
。

19	
“C

ranach, Lucas II., C
hrist and the W

om
an Taken in Adultery,” 

T
he State H

erm
itage M

useum
 (https://w

w
w.herm

itagem
useum

.
org/w

ps/portal/herm
itage/digital-collection/01.+paintings/38718, 

Access: 20/12/2020)

20	

ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ア
ー
ヘ
ン
の
画
業
に
つ
い
て
は
、
次
に
端
的
に

論
じ
ら
れ
て
い
る
。Joachim
 Jacoby, H

ans von Aachen 1552–1615, 
M

unich/Berlin, 2000, pp. 7–77.

21	

ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ア
ー
ヘ
ン
に
よ
る
石
板
油
彩
画
制
作
に
関
す
る

先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
次
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
平
川
佳
世「
ハ

ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ア
ー
ヘ
ン
の
「
四
大
元
素
」
連
作
―
希
少
性
を
演
出

す
る
絵
画
」『
京
都
美
学
美
術
史
学
』
一
二
、
二
〇
一
三
年
、
二
七
―
六

二
頁
。

22	
Borggrefe et al., op. cit. (note 14), pp. 152–153, cat. no. 56.

23	

《
ア
エ
ネ
ア
ス
と
ア
ン
キ
セ
ス
》
一
六
〇
〇
年
代
初
頭
、
不
透
明
水
彩
、

紙
、
一
四
三
×
九
・
七
㎝
、
個
人
蔵
、
お
よ
び
、《
自
画
像
》一
六
〇
〇
年

代
中
頃
、
油
彩
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス
、
六
三
・
七
×
四
八
㎝
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、

ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
。Andrew

s, op. cit. (note 6), p. 155, cat. no. 26, 

pl. 97; K
lessm

ann et al., op. cit. (note 6), pp. 78–79 and 178–179, 
cat. nos. 12 and 37. 

24	

エ
ル
・
グ
レ
コ《
磔
刑
》一
五
七
〇
年
代
初
頭
、
油
彩
、
銅
板
、
三
四
・

九
×
二
六
・
七
㎝
、
個
人
蔵
。K

om
anecky et al., op. cit. (note 4), pp. 

197–199, cat. no. 23. 

25	
Andrew

s, op. cit. (note 6), p. 139, cat. no. 1, pl. 3; K
lessm

ann et 
al., op. cit. (note 6), pp. 44–45, cat. no. 1. 

な
お
、
ク
レ
ス
マ
ン
は
、

当
時
、「
魔
女
」
の
存
在
お
よ
び
「
魔
女
狩
り
」
が
深
刻
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
、
本
作
品
は
厄
除
け
と
し
て
制
作
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
て
い
る
。

26	
Andrew

s, op. cit. (note 6), pp. 146–147, cat. no. 16; K
lessm

ann 
et al., op. cit. (note 6), pp. 104–105, cat. no. 20(a); Lenz, op. cit. 
(note 17), pp. 60–74.

27	
“preguntáronle a m

i gran m
aestro que m

e llevó a verle, que la 
parecía (que para eso era llam

ada) respondió que era tan bueno y 
con tante consideración hecho, que cosa m

ayor no era posible, y 
es cierto que si se ejecutara en figuras tan grandes com

o el natural, 
excediera a cuantas pinturas hay hasta hoy obradas.” Jusepe 
M

artinez, D
iscursos practicables del nobilisim

o arte de la pintura, 
Valentin C

arderera (ed.), M
adrid, 1866, pp. 40ff; Lenz, op. cit. 

(note 17), p. 79.
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